
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎ 道教委指定事業（地域の学力向上支援事業）を全校で実践

【児童質問紙調査１】

【赤平市の学力向上策】

◎ 市学力向上委員会を設置するとともに、市学力向上プランを策定し、全小・中学校で共通の取組を実施
◎ 全学年での標準学力テスト（NRT）実施で、経年比較により個々の状況把握

学校質問紙

○ 「算数及び理科の授業において、ティーム・
ティーチングによる指導を行いましたか」とい
う質問に対して、「年間の授業のうち、おおよ
そ３／４以上で行った」と回答した学校の割
合が全国及び全道を上回っている。

○

児童質問紙

○ 「算数の問題の解き方が分からないときは、
諦めずにいろいろな方法を考えますか」とい
う質問に対して、「当てはまる」と回答した児
童の割合が全道とほぼ同様となっている。

教科

国語Aでは「書くこと」で他の領域に比べて、
全国に最も近い。

○ 算数Ｂでは「数と計算」で他の領域に比べ
て、全国に最も近い。

○

算数の授業において、ティーム・ティーチングに
よる指導を行った結果、児童が問題の解き方が
分からないときに諦めずにいろいろな方法を考
えるようになり、算数Ｂ「数と計算」で、他の領域
に比べて、全国に最も近くなったと考えられる。

理科の授業において、ティーム・ティーチングに
よる指導や理科室で児童が観察や実験をする
授業をよく行った結果、児童が理科の授業の内
容がよく分かるようになり、「生命」で、他の領域
に比べて、全国に最も近くなったと考えられる。

理科では「生命」で他の領域と比べて、全国
に最も近い。

■赤平市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：3、児童数：62名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

○

【児童質問紙調査２】
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

理科では「物質的領域」で他の領域と比べ
て、全国に最も近い。

平均正答率の推移については、生徒が自分で
計画を立てて勉強したり、読書をしたりするよう
になった結果、生徒が国語の勉強が好きにな
り、国語Ａ・Ｂで、全国との差が縮まってきたと考
えられる。

◎

「家で、自分で計画を立てて勉強しています
か」という質問に対して、「している」と回答し
た生徒の割合が全国及び全道を上回ってい
る。

生徒質問紙

○

■赤平市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2、生徒数：77名）

○

○

【教科全体の状況】

【分析】

【学校質問紙調査】

授業の最後に学習したことを振り返る活動を計
画的によく取り入れた結果、生徒が自分で計画
を立てて勉強したり、読書をしたりするようにな
り、国語Ａの「読むこと」で、全国とほぼ同様と
なったと考えられる。

【生徒質問紙調査１】

【生徒質問紙調査２】

○

教科

○

○

国語Aでは「読むこと」で全国とほぼ同様と
なっている。

数学Ａでは「数と式」で他の領域と比べて、全
国に最も近い。

◎
◎

市学力向上委員会を設置するとともに、市学力向上プランを策定し、全小・中学校で共通の取組を実施
全学年での標準学力テスト（NRT）実施で、経年比較により個々の状況把握

「授業の最後に学習したことを振り返る活動
を計画的に取り入れましたか」という質問に
対して、「よく行った」と回答した学校の割合
が全国及び全道を上回っている。

学校質問紙

【赤平市の学力向上策】

○

道教委指定事業（地域の学力向上支援事業）を全校で実践
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